
様式１（小・中）【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和3年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
80％以上

・学習状況調査の結果等から、児童に身に付けさせるべき力を分析
し、その力の育成を図るために、全職員で「授業づくりのステップ１・２・
３」を参考にして指導改善を行う。
・基山中校区三校合同での「家庭学習がんばり週間」の実施を通し
て、各学年の目標学習時間の達成を目指す。また、自学ノートを活用
し、学習内容の質の向上も目指す。

B

・校内の研究授業では、全教員が「授業づくりのステップ１・２・３」をもとに授業を参観し、自他
の指導改善への取り組みを行っている。一方で、学力向上対策評価シートのマイプランの成果
指標を達成した教師は、まだ80％に達していない。最終評価の時点では、全教員が達成するよ
うに声掛けを行う。
・2学期の「家庭学習がんばり週間」では、1学期の結果と比べて目標時間を達成する児童が増
えた。また、家庭学習の質向上のために、他の児童の参考となりそうな自学ノートを校内に掲
示し、意欲向上を図ることができた。

A

・授業を行う全職員が、「授業づくりのステップ１・２・３」を意識した授業作りを行った。また、校内研究では「授業づ
くりのステップ１・２・３チェックシート」と照らし合わせながら授業を参観し、研究会で自他の授業力か以前のための
話し合いをした。
・全ての職員が、学力向上対策評価シートをもとにして自己の目標を立て、学力向上に向けて取り組んだ。
・「家庭学習がんばり週間」の継続により、児童だけでなく保護者の意識も高まり、回収率、達成率とも向上した。
三学期は、新型コロナ予防のための欠席や学級閉鎖等があったが、回収率９７％、達成率９０％という高い結果と
なった。
・県学力状況調査の結果では、４年生の国語は県平均と同等で、それ以外は県平均を上回る結果となった。5，6
年生の結果を県平均との比較を昨年と比べると、国語、算数とも今年度の方が上回る結果となった。

○読書の習慣化と多読の推進 ○学校図書館の年間貸し出し冊数を、
一人平均70冊以上にする。

・ファミリー読書（親子読書運動）を推進・啓発し、読書の習慣化に取り
組む。
・図書館祭りを実施したり、多読賞を設けたりして、図書館利用につい
て児童の関心を高める。
・図書の貸し出しを常に２冊までできるようにし、多読を推奨する。

B
・６月と１１月にファミリー読書月間を設け、学校だけでなく家庭でも読書を推進
することができた。
・図書館祭りを実施し、図書館利用について児童の関心を高めることができた。
・昼休みに利用できる学年が決まっているため、多読が進んでいるかについて
はまだ分からない。

B
・ファミリー読書月間を通して家庭での読書推進ができた。
・しおりコンクールや図書館祭りを実施することで、図書館に足を運ぶ児童が増えた。
・３学期は複数の学年で利用する計画だったが、感染症の拡大により、単学年での利用を継続し
たため、貸し出し冊数が大きく増えることはなかった。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒80％以上

・全ての学級が、授業参観等を活用して、「ふれあい道徳」を実施す
る。
・一人一人がよさを発揮し、互いのよさを認め合える授業や学級経営
を行う。
・集会や縦割り活動等で自己肯定感や自己有用感の高揚を図る。 B

・新型コロナウイルス感染予防のため、授業参観が2回しか実施できていない。
現在、「ふれあい道徳」については、半数の学級で実施している。
・道徳科や人権集会での標語づくりを通して、お互いを認め合う授業づくりを行っ
ている。
・新型コロナウイルス感染予防のために延期していた縦割り活動「なかよし掃
除」については、１１月下旬から始める予定である。 B

・80％以上の児童が、道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした。
・今年度新型コロナウイルス感染症予防のため、授業参観が2回しか実施できていない。そのため、「ふれあい道
徳」は全学級の半数ほどの実施にとどまった。
・道徳科や人権集会での標語作りを通して、お互いを認め合う授業作りを行ってきた。コロナウイルス感染などで、
差別的な雰囲気が生まれないよう指導を加えた。
・新型コロナウイルス感染予防のために延期していた縦割り活動「縦割り掃除」は７回、「なかよしタイム」１回と実
施することが少なかったので、縦割り活動としては、集団の中で役割を果たそうとする意識が形成されにくかった。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

●いじめの未然防止のためのアンケート等を実施するとともに教育相
談活動を充実させる（組織対応ができていると回答した教員８０％以
上）。
・「スクールカウンセリングのお知らせ」を月1回発行し、活用を推進す
る。４枠/１日の相談時間は、児童観察ではなく、カウンセリングの時間
として有効活用できるようにする。

・Hｐ-QUの活用と、いじめに関するアンケートを年間２回実施
することで、児童の実態を把握し、結果の分析を基に、学年、
学級経営に生かす。
・ＳＣ、ＳＳＷの活用、保護者、地域、専門機関との連携強化
を図り、生徒指導や教育相談体制の整備を行う。

B

・「楽しい学校にするためのアンケート」を毎月1日(6月・12月は佐賀県版アン
ケート)に実施し、いじめの早期発見・早期対応に努めた。これにより、いじめに
至らない相談事も対応することができ、児童の不安を解消することにつながっ
た。
・SC、SSWを活用し、保護者、職員、関係機関との連携を図ることができた。昨
年度実施できなかったSCによる職員研修も行うことができた。

A

・2学期末に学級ごとに「教育相談週間」を設けることにより、担任が児童と個別に面談をする機会をもち、児童理
解を深めることができた。
・後期には小中一貫教育「教育相談部会」を基山中校区で実施した。ＳＣ、ＳＳＷ、町教委指導主事にも参加してい
ただき、三校の情報交換をすることで、配慮のいる児童生徒の共通理解を図ることができた。来年度もSC、SSWを
活用し、保護者、職員、関係機関との連携を図っていきたい。

◎児童が夢や目標をもち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

◎「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な
回答をした児童80％以上。

・「ふるさと基山の歴史」や「佐賀語り」「佐賀巡り」等を活用した授業に
取り組む。
・地域の教育資源や人材等を活用した体験活動や表現活動を実施す
る。
・小中の系統性をもたせた「きやま学」を実践し、三校共通のカリキュラ
ムを作成する。
・キャリアパスポートの活用を推進する。

B

・各学年の年間学習指導計画に基づき、地域の教育資源や人材を活用した学
習や体験活動を行っている。ただし、新型コロナウイルス感染予防のため、実施
できないこともあるが、規模を縮小したり複数回に分けて行ったり工夫をして
行っている。
・「きやま学」は、系統表に基づいて行い、実施したことを学年ごとに記録に残し
ている。
・キャリアパスポートは、行事ごとに記録を行っている。

B

・「きやま学」については、小中での年間学習計画を作成し、活動についての詳細を小中で共有できるようにした。
学校での活動を互いに確認できるようになり、、教師が見通しをもったり、参考にしたりできるようになった。
・キャリアパスポートに行事ごとに記録を行い、自己変容や成長について自己評価を行った。80％以上の児童が
「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回答をした。

❹「安全に関する資質・能力の育成」 ❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る

・交通安全教室や地区児童会、登校班長会等を通して、児童
の安全意識を高める。
・町の住民課(くらしの安心・安全係)や各区の交通指導員、Ｐ
ＴＡ地区役員と連携をしながら、交通安全教室、登校班編制、
登下校見守り、地区別懇談会等を実践する。これらを通して
児童の安全意識の向上を目指す。
・三校合同の専門部会(10部会)に、本年度より「防災・安全」
部会を新設し、小中一貫の取組を計画・実践する。

B

・交通安全教室は、新型コロナウィルス感染症予防のため、
３年生以上は各教室でDVDを視聴しながら自転車の乗り方
について学んだ。
・小中一貫「防災・安全」部会では、来年度の基山中の研発
に向けて実践協力する予定であるが、現時点では、取り組み
内容が決定されていない。

B

・小中一貫「防災・安全」部会では、令和４年度学校安全総合支援事業の
取り組み内容を検討してきた。町の防災係の方にも参加していただき、実
践的防災教育による児童の大雨に関する防災意識の向上を目指してい
る。今年度末までには、大雨時の保護者引き渡しのマニュアルの提案が
出来るように話し合いを進めている。本校安全部会では、学校安全計画
を大雨に関する防災学習という視点で見直し、単元の加筆修正を行った。

○食育教育の充実 ○年間の給食残菜率を５％以下にす
る。

・栄養教諭と食育教育担当職員が中心
となり、学級担任との連携した食育指導
を展開する。 B

・食育担当職員と学級担任が連携し、月目標をもとに食育を行ってい
る。また、委員会活動で「給食放送」を行い、給食の献立や栄養につ
いて理解を促した。給食時間に栄養教諭がクラスで食べ物の栄養や
マナーについて全学年指導を行った。飲み物やお菓子について学級
担任と栄養教諭がTTで授業を行った。

A
・給食週間では、センターの見学や給食の先生へ感謝の手紙を書くことで
感謝の心を育むことができた。残菜率は1学期3.8％だったが3学期は
2.4％となり、目標を達成できた。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

○特別支援教育

○特別支援教育の充実 ○年間3回ほど特別支援教育に係る研修をし、職員
間の共通理解と協力のもと、校内支援体制を確立す
る。
○年間2回ほど情報交換の場を設け、支援が必要な
児童の実態を把握し、「個別の教育支援計画」「個別
の指導計画」を作成・活用する。

・教職員を対象に特別支援教育に係る研修会を実施する。また、保護
者を対象にふれあい学級やまなびの教室の運営に係る説明会を実施
する。
・講師を招聘し、「学習環境」「授業」「人的環境」等のユニバーサルデ
ザインについて研修し、特別支援教育の推進を図る。
・教職員を対象に「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の意義と
作成・活用の仕方について、研修を行う。
・関係機関と連携し、保護者・児童の教育的ニーズや願いを把握す
る。それを踏まえた対応の仕方と評価について、協議会などで職員間
の共通理解を図る。

B

・教職員を対象とした特別支援教育に係る研修を行い、特性の理解と対応について学んだ。ま
た、保護者を対象としたふれあい学級や学びの教室の運営に係る説明会や個人面談を実施し
た。
・ユニバーサルデザインの推進に向けて、「学習環境」「授業」「人的環境」等の充実を図るた
め、全職員を対象にエリアリーダーを講師として招聘した研修会をし、資質向上に努め、特別
支援教育の推進を図っている。
・全教職員を対象に「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の意義と作成・活用の仕方に
ついて、研修を行った。
・関係機関との連携を図り、保護者・児童の教育的ニーズや願いを把握し、「個別の教育支援
計画」「個別の指導計画」に記録している。
・保護者・児童の教育的ニーズや願いを把握し、それを踏まえた対応の仕方と評価について、
協議会などで職員間の共通理解を図っている。

B

・ユニバーサルデザインの推進に向けて「学習環境」「授業」「人的環境」等の充実を図るため、7
月に講師を招いて全職員を対象とした研修を行ったり、町教委主催の特別支援教育研修に参加
したりし、資質向上に努めた。毎週、特別支援学級補助員とのミーティングを行い、児童の情報を
交換して児童の実態を把握し、支援の改善と適切な支援配置を図った。職員の特別支援教育へ
の理解を深め、協力体制づくりを目指している。
・巡回相談や専門家派遣支援事業を通して専門機関との連携を図り、保護者・児童の教育的
ニーズや願いに沿う対応を心がけた。全職員で配慮を要する児童の情報を共通理解して児童に
適した支援を考え、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成・活用することができた。
「特別支援学級（ふれあい)」や「通級教室（まなび）」について周知、理解を図ることができた。

○基本的な生活習慣の定
着

○あいさつ、返事、廊下歩行、はきもの
揃えの定着

○「す・み・そ・あ・じ」を合言葉にして、三校共通で取り
組む。整理整頓、はきもの揃え、無言掃除、挨拶、返
事、正しい廊下歩行、時間を考えた行動の達成率が
児童80%以上になるようにする。

・月毎の「生活目標」を「す・み・そ・あ・じ」に焦点化し、毎学期
繰り返して取り組むことで指導の徹底を図る。
 ・「基山っ子」（学校だより）や全校集会等で児童の頑張りを
肯定的に評価し、あいさつ、時間の意識、はきもの揃えを定
着させる。

B

・月ごとの生活目標の掲示、放送を行った上で各学級担任を
初めとする全職員による指導を行っている。学期に1度行って
いる「学校生活がんばりカード」への取組では、全学年・全項
目共に89%～95%の達成率となり、1学期のポイントを上回る
成果となった。

B

・学期ごとに行っている「学校生活がんばりカード」の取り組みは，基本的な生活習
慣を身に付けるためのよいきっかけとなっている。今年度取り組んだ３回とも，どの
項目も89～94％の達成率となった。年間を通して落ち着いた学校生活を送ることが
できているといえる。
・「すみそあじ」の合い言葉が児童の目に触れたり，耳に聞こえたりする機会を増や
すことで児童の意識を高め，生活習慣の向上をさらに図っていくことが大切である。

○GIGAスクール構想にお
けるＩＣＴ利活用

○電子黒板やデジタル教科書を活用し
た授業の充実及び一人一台端末の有
効活用

○各学級、一人一台端末の導入を４月中に行う。朝
の時間に行うスキルタイムでは、学習ソフトを用い、タ
ブレットドリルの実施を年間計画に組み入れ、実践す
る。

・ＧＩＧＡスクール構想実施に伴う端末導入に係る「使用上のルール」の
三校共有
・児童・生徒への使用方法の指導及び使用するシステムの構築
・小中三校の各ＩＣＴ部会設備現状確認、使用法の共有
・一人一台端末の活用方法に関する職員研修の計画・実施

B

・三校で協議した内容を元に、基山小の使用ルールを作成し、６月に配付した。
・スキルタイムの時間を活用し、ログインやログアウト、キーボード入力等の基本
的なPCスキルの練習を行った。また、meetやタブレットドリルの操作についても
練習を行い、夏期休業中はタブレットを活用した課題やオンラインミーティングを
実施した。

A

・朝の時間等を活用して、定期的にタブレットに触れる時間を確保することで、全学年の児童が基本的な操作スキ
ルを身に付けることができた。高学年を中心に授業での活用も増えてきている。
・タブレット活用に関する職員研修を８回実施した。来年度は、授業の実践事例や家庭学習での活用方法を具体
的に検討していきたい。
・係活動や調べ学習など、ドリル教材以外の活用場面も増えてきた。それに伴い、休み時間の使い方や使用でき
る機能をどこまで制限するのかを三校で共有していく必要がある。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

B A

・職員連絡会では、「職員連連絡シート」を活用し、大まかに会の時間を把
握して進めることで、連絡会後の研究会や打ち合わせ等、スムーズに運
営することができた。
・通知表や指導要録等の作成期間以外は、19：00上限の勤務はおおむね
守ることができた。
・職員会議や連絡会等で、業務改善について随時伝えている。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

・会議や連絡会は、資料をデータ化し、職員間共有
フォルダに保存しておく。資料を事前に確認できるよう
にしておくことにより、話し合いに係る時間短縮を図
る。
・金曜日を定時退勤推進日として、１７：３０施錠、その
他勤務日においても１９：００を上限とする。
・学校閉庁日を設定する。
・衛生委員会を通して勤務実態の共有を図り、業務改
善意識を図る。

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

・会議資料や連絡事項について、事前にデータで提示し、会
議の時間の削減を図ったり、会議の回数を減らしたりするこ
とで、教材研究や事務の時間を増やすことができている。
・運動会や行事等を除くと、19：00上限の勤務はおおむね守
れることができている。
・夏季休業中に、閉庁日を設定することができた。
・職員会議や連絡会等で、業務改善について随時伝えてい
る。

中間評価 最終評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度も、基山町小中３校で「小中一貫教育」を推進するために９部会を設置し、研究や実践をしてきた。３校共通の目標である「きたえ　やりぬき　まなびあう」の達成のために、「宿題をしてくる」や「進んであいさつをする」、「歩いて登下校する」等の達成行動目標を掲げ、各
部会から合言葉の「す・み・そ・あ・じ」など、具体的で効果的な手立てが提案され、組織的な取り組みができた。
・９部会については、定例で部会を行った。各部会ごとに参集型やリモートでの会議を重ね、各専門部の機能強化と専門性を高めていった。
・学年主任や各主任を核とした組織的な指導体制をさらに強化し、ミドルリーダーの育成と若手支援を継続して行い、実践的な研究を深めていく。
・特別支援教育では、今年度も、エリアリーダーによる研修会を行っていただいた。特別な支援を必要とする児童に対する支援体制や支援の在り方について見直しながら、指導者及び特別支援学級補助員を含む全職員が児童理解に努め、スキルアップしていく。
・タブレット端末のスキルアップのため、朝のスキルタイムを活用しながら取り組んだ。学校での授業や、欠席者へのリモート授業等、教員のスキルも高まっている。次年度も、「プロジェクトE通信」等を活用しながら、タブレット活用の幅を広げていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

・基山中校区の小中一貫教育では、９つの専門部を組織改編し、校内組織と更に関連付ける。これにより、これまでの取組の精査を図るとともに、各専門部の機能強化と専門性を高めていく。
・特別な支援を必要とする児童に対する支援体制や支援の在り方について見直しながら、指導者及び特別支援学級補助員を含む全職員が児童理解に努め、スキルアップしていく。
・GIGAスクール構想実施1年目として、タブレット端末の充実した活用を目指す。一人一台使用する端末を学校・家庭で有効活用し、児童の学力向上を図る。

学校名 基山町立基山小学校

・基山町小中３校で「小中一貫教育」を推進するために９部会を設置し、研究や実践をしてきた。３校共通の目標である「きたえ　やりぬき　まなびあう」の達成のために、「宿題をしてくる」や「進んであいさつをする」、「歩いて登下校する」等の達成行動目標を掲げ、各部会から合言葉の
「す・み・そ・あ・じ」など、具体的で効果的な手立てが提案され、組織的な取り組みができた。また、学力向上に向けて「スキルタイム」や「家庭学習がんばり週間」等を継続して実施し、基礎学力の定着、家庭学習の習慣化に取り組んだ。今後も「継続と徹底」を意識して学力向上を実現した
い。
・９部会については、今年度、リモートでの分散会議を１回行っただけであったので、次年度は開催の仕方を吟味しながら、各専門部の機能強化と専門性を高めていく。
・学年主任や各主任を核とした組織的な指導体制をさらに強化し、ミドルリーダーの育成と若手支援を継続して行い、実践的な研究を深めていく。
・特別支援教育では、今年度、エリアリーダーによる研修会を多く行ってもらった。次年度も、継続した研修を維持しつつ、て特別な支援を必要とする児童に対する支援体制や支援の在り方について見直しながら、指導者及び特別支援学級補助員を含む全職員が児童理解に努め、スキルアップしてい
く。

きたえ　やりぬき　まなびあう
～心も体も元気で前向き、未来を拓く基山っ子の育成～


